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研究成果の概要（和文）：抗菌薬適正使用のためには医療機関においてさまざまな介入が必要であり、そのため
に抗菌薬適正使用プログラムが存在する。この抗菌薬適正使用プログラムの実施は多職種で行う必要があり、さ
らにその長期効果が分からないため、その効果を検証することが目的である。研究成果として２論文の執筆が行
い、抗菌薬適正使用プログラムの実施はいくつか耐性菌の発生の抑制に関与し、さらに患者死亡率の低減に寄与
する可能性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：antimicrobial stewardship program is one of the most imoportant 
interenventions to optimize antimicrobial use in healthcare settings. A successful stewardshp 
program is frequently delivered by the multidisciplinary team. Although the imoportance of 
antimicrobial stewardship has been advocated for since 2006-2007, antimicrobial stewardship 
interevention has occurred at Japanese healthcare system recently, Moreover, the long term impact of
 antomicrobial stewardship on hospital improvement was not well decumented. We evaluated a long term
 impact of antimicrobial stewardship program on antimicrobial resistance and so on at Japanese 
tertiary care center. Our research project suggests that antimicrobial stewardship program is 
associated with improving broad-spectrum antimicrobial prescribing and it may also lead to improving
 patients' outcome and reducing antimicrobial resistance. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
抗菌薬適正使用プログラムの導入は患者の予後改善や薬剤耐性の観点からも医療機関において必要なものであ
り、これ自体の実施がされていることは病院の安全に対する姿勢を示す指標になりうること、また医療機関にお
いて抗菌薬適正使用プログラムの実施にあたり、多職種の人材を確保することの重要性を認識できる内容であっ
た社会的意義は大きいものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

抗菌薬適正使用 
 
２．研究の目的 
日本を含め、全世界的に多剤耐性菌の出現が医療現場において大きな問題であり、この問題に広 

域抗菌薬の過剰な使用が寄与していることが示唆されている。そのため多剤耐性菌が発生しない 

ような対策が構築されることがより重要であり、病院レベルでの抗菌薬スチュワードシッププロ 

グラム(antimicrobial stewardship program)という概念は多剤耐性菌の発生を防ぐ感染症対策と し

て提唱されている。本研究では日本の高次医療機関での抗菌薬スチュワードシッププログラム 

の根幹である、感染症コンサルテーションおよび広域抗菌薬処方後の抗菌薬使用の監査に対する 

効果の評価とその抗菌薬スチュワードシッププログラムが及ぼす長期の臨床的なアウトカムに

ついて評価、検討することが目的である。 
 
３．研究の方法 
広域抗菌薬処方後監査 1週間に一度のペースで広域抗菌薬(カルバペネム系抗菌薬および、ピペ

ラシリン/タゾバクタム) を 72 時間以上使用している全症例に関して、処方後の監査を行う。

抗菌薬使用量のモニタリング 抗菌薬使用のモニタリングは一ヶ月毎に行い、月毎の使用量を経

時的にフォローしていく。対象抗菌薬はカルバペネム系抗菌薬、ピペラシリン/タゾバクタム、

セフェピム、フルオロキノロン系 抗菌薬の計 4 薬剤である。月あたりの使用量を 1,000 

patient-days(1,000 x のべ入院日数)あたりの day of therapy(DOT)としてカウントしていく。

DOT/1,000 patient-days という概念は欧米では抗菌薬使用量のモニタリングの際に使用されてい

る単位であり、広く普及している。利点は次の 3 点である。1. 薬剤師が処方データから確実に

使用量を確認できること、2. patient-days と いう分母情報で使用量を調節することにより、患

者の入院日数や患者数による使用量の変化を受けないこと、3. 欧米と同様の使用量でモニタリ

ングすることで日本のみでなく欧米との施設間での比較が可能になることである。在院日数およ

び病院内死亡率 抗菌薬スチュワードシッププログラムの有害作用の評価を行うために月毎の

院内死亡率および在院日数のモニタリングを行う。院内の Clostridium difficile 感染症の発生

率:Clostridium difficile 感染症は院内で発生する場合、月毎10,000 patient-days あたりの発生率を

モニタリングする。 
 
４．研究成果 

当院の抗菌薬適正使用プログラムの実施により、標的としている広域抗菌薬の使用は大幅に削

減され、これにより抗菌薬適正使用プログラムの中の処方後監査と feedback は標的としている

抗菌薬の減少には大きな変化をもたらすことが改めて明らかになった。さらに患者の在院日数

も統計学的有意差を持って減少しており、患者アウトカムの改善に寄与している可能性がある

ことは非常に重要である。とりわけ在院日数の長い日本においては非常に意義のある結果であ

る。またいくつかの耐性菌、特に Enterobacter 属の感受性の改善を認めた。これは薬剤耐性の

観点から非常に重要であり、厚生労働省も進めている薬剤耐性対策において医療機関が果たす

べき重要な活動になることは極めて示唆的であると考えている。 

全体的な抗菌薬使用は残念ながらこの 4 年間で 7％程度の使用量の増加を見ている。いくつか

これには理由があるが、高齢者の入院が多く、感染症に罹患している患者数が増加している可

能性、さらには高次医療機関としての機能を有しているため、そのような患者の来院や転送が



実際に多い可能性がある。ただ、そのように抗菌薬適正使用プログラムを導入していない状況

であればより状況は悪化していた可能性があるため、やはり病院機能としての抗菌薬適正使用

プログラムの導入は欠かせないものである。 
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